
 

阿見町では、令和５年度から阿見町史編さん事業を開始しました。町に残される歴史的事象や身近な風習
などをまとめ、『阿見町史』として令和１２年の刊行をめざしています。編さん事業は、６部会（原始古代・中世文
献・中世考古・近世・近現代・民俗）の専門部会によって、調査や研究を進めています。 
今回の講演会では原始古代専門部会の部会員を講師として、町内の遺跡に注目し、発掘調査等で明らか

になった考古学的な成果について紹介します。モノが語る歴史のおもしろさを、ぜひ感じ取ってみてください。 

篠崎遺跡遠景（『茨城県教育財団文化財調査報告第 347集 篠崎遺跡』より） 

「移りゆく阿見 考古学からわかること」 
原始古代専門部会長 白田 正子 氏 

（公益財団法人茨城県教育財団） 

「縄紋時代の土器製作 阿見の遺跡から」 
原始古代専門部会員 金子 悠人 氏 

（石岡市教育委員会） 

「正倉院に残る阿見の布」 
原始古代専門部会員 皆川 貴之 氏 

（茨城県立歴史館） 

令和８年１１月２２日(日) 

１３時３０分～１６時００分（１３時００分開場） 

主催：阿見町、阿見町教育委員会、阿見町史編さん委員会 

阿見町中央公民館 ３階 集会室（定員８０名） 
※所在地は下記問合せ先のとおりです 

阿見町教育委員会 文化課 TEL：029-896-6801 

 〒300-0333 阿見町若栗 1886-1（中央公民館内） 
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篠崎遺跡出土品（茨城県教育

財団同報告書より） 


